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インに核生成率 R(cml1secLl)でrM.の無限小核が生 じる｡ ④生 じた核は両側に伸展し,そ
の先端 (磁壁 )の移動速度はlJd-Ⅴ(cmsec~1)とする｡④ +M｡ドメインの両端の磁壁が接近
し接触 した時点で+M｡ドメインは消えて両側にあった-M.ドメインが1つに合体する｡



















の関係に従 う｡ここで 2げ(0,と)は④ の合体の頻度を表わす｡特に(3)の場合次のようになる｡
2ィ(0,と)/〟(ど) ∝≠･ (6)
反転 (一M｡)ドメインのサイズ分布 :上と同様に-M.ドメインのサイズ分布函数を9(a,i)






















の個数や磁化の値を決めるのは殆んど,(10)に従 う大きなドメインで,合体 (④ )の繰 り返しの
結果,平均サイズは-lp*(i)lplで急激に大きくなる｡








の形になる｡t≫1では第 1項の ∂-functlOnの裾にIMoドメインによる非常に狭い Lorentz
型の tail(幅-te/:I) そのまた裾に+〟｡ドメインによる広い Lorentz型 tail(幅-日
があることがわかる｡
生成核 (㊨ )のサイズが有限の場合を含め,詳細は近 くPhysicaAに載る予定である｡ 高
次元での同様の問題は磁壁の曲率や トポロジーもからんでより複雑かつ興味深い問題である｡
討論 していただいた方々に感謝 します｡
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